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はじめに．．．．．． 

 
従来連盟既定の登録証（チーム責任者、指導者、選手）は各チームからの申請に基づき

連盟事務局にて手作業にて発行しておりました。 

連盟では現在運用中の登録申請システムのデータベースを最大限に活用した「登録証発

行機能」をシステム上に追加し、2013 年度の指導者登録証の発行から各チームにおい

て登録証を発行できるようにしました。 

 

新機能の追加とはいえ、チーム側では何ら特段変わった手続きが必要になるわけではな

く、登録申請画面に追加される「登録証出力」ボタンをクリックするだけで PDF ファイ

ル化された登録証のデータを各チーム側で出力もしくはファイル保存できるようにな

ります。 

 

【今回機能追加の目的】 

上記のとおり、今回は登録証の発行を連盟事務局にて行うのではなく各チームにおいて

出力ができるようになるため・・・・・ 

 

(1) 連盟事務局の事務量の大幅な低減 

(2) 各チームにおける利便性の向上 

(3) 発行スピードの短縮 

 

 

上記への対応を目的とするものです。 

 

次ページ以降に実際の画面イメージを見ながら解説します。 

冒頭でも記述のとおり、利用者側（チーム）には特別な操作は不要ですので出力のイメ

ージの把握のみお願いいたします。 

  



各種登録証印刷機能 

（財）日本少年野球連盟 
 

3 

◆共通事項 

(1) 現在すでに運用中である各種登録申請画面から正常に登録情報が入力されている

ことが前提です。 

 

(2) 2013 年度から各種登録金はすべて支部単位での入金となります。したがいまして

各チームから直接に連盟事務局への登録金の入金は管理上不可となります。 

 

(3) 今回の機能は年度ごと一括申請のみではなく、シーズン中の追加登録にも対応して

います。 

 

(4) 連盟側での入金確認⇒発行承認処理を経て各チームでは各種登録証の PDF ファイ

ルをダウンロードできるようになります。入金承認前には「未承認」と表示され印

刷もしくは保存処理ができません。 

 

(5) 一度発行処理をチーム側で実施しますと、システム側はそれを記録し、チーム側で

多重発行できないようにロックがかかります。実際には画面に「発行済み」と表示

されます。 

 

次ページに実際の印刷処理画面のイメージをご覧いただきます。 
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◆各種指導者証、チーム責任者証の出力 

前述のとおり、連盟の登録申請システムにより指導者は「指導者登録申請」、チームは

「チーム登録申請」を完了していることが前提です。 

指導者登録証を例としていますが、チーム責任者証も全く同じ要領での印刷処理となり

ます。 

【連盟事務局にて発行承認以前の状態】 

 

 

 

発行を実施してもエラー表示
になります。 

支部にて承認前は、チェック操
作はできません。 

また、未承認表示となります。 
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※連盟の発行承認処理が実行される前にチーム側で出力処理を行おうとしても「未承認」

ということで下記のエラーメッセージが表示されます。 
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【連盟事務局にて発行承認が実施された場合の画面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

発行する場合は、チェックします。 

チェックしたデータを出力します。 
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前頁までの操作によって、指導者登録証の情報が PDF 形式のファイルとなって表示もし

くは保存ができるようになりますが、なるべく「保存」するようにお願いします。 

 

◆保存された PDFファイルはクリックすると通常 Adobe Reader が起動し表示されます。 

 

 

A4 用紙に指導者登録証は８枚までレイアウトされて出力されます。 

 

◆チームによりすでに発行を実施した場合は【発行済み】と表示され多重発行を防止し

ます。 

 

 

実際のサイズを選択すると実寸で 
印刷可能です。 
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◆選手登録証（審査証）の出力 

前頁までの指導者証の印刷実行と全く同じ要領ですが、念のため下記に手順を示します。 

【連盟において発行承認前の状態】 

承認前に発行を実行しても画面上にエラーメッセージが出て印刷実行できません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

発行を実施してもエラー表示
になります。 

支部にて承認前は、チェック操
作はできません。 

また、未承認表示となります。 
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【連盟事務局にて発行承認処理が実行された場合の画面】 

 
 
指導者登録証と同様に、チーム側で一度印刷実行したデータにおいては「発行済み」とな

り、多重発行ができません。 

発行する場合は、チェックします。 

チェックしたデータを出力します。 
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◆審査証を発行する 
 
審査証出力ボタンをクックしてシステム側から PDF ファイルをダウンロードします。 
保存された PDF ファイルはクリックすると通常 Adobe Reader が起動し表示されます。 

 
 
すべての登録証には、発行年度の西暦数字のウオーターマーク（すかし）が刻印されま

す。これはシステム内部の時計で制御されております。実際には発行処理は 2013 年度

に入ってからの処理となりますので、2013 年度の発行分には「２０１３」と入ります。 
 
指導者登録証と同様に PDF 印刷をします。 
 
審査証は、書式サイズの関係で A4 用紙１枚に４枚ずつレイアウトされます。選手全員

分が自動でレイアウトされて出力されます。 
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おわりに 
 
 
今回、連盟登録申請システムのデータベース機能を利用する形で「登録証発行機能」を

追加し、皆様方に利用いただくものです。 
現在すでに登録申請システムは本稼働状態にありますので、各チームにおかれましては

指導者の登録情報の更新作業が可能です。 
同時に発行機能に関しましては運用は、各チーム⇒各支部⇒連盟という流れで登録金の

入金処理をいただき、連盟本部の承認作業を経て前述のとおり発行機能がアクティブと

なります。 
 
登録証発行機能においては、運用までの間に細かいレイアウトの調整や改善などが予定

されていますが、都度改善点は公開します。 
 
また、マニュアルに関しましても今回は初版ではありますが、以降バージョンが上がる

たびに更新いたします。 
 
今回の機能追加は「利便性の向上」を目的としておりますので、ぜひご利用いただきた

いと思います。 
また、全国 IT 委員会では、本機能に関してまずますの改善を加えてまいりますのでご

要望点があれば遠慮なくご提示くださいますようお願いいたします。 
 
 
 

2012 年 11 月 30 日 
全国 IT 委員会 

 


